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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 6

■２.環境 ■６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

■1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 1 8
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 2 9
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 3 10

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 5 11

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（29.4％）□2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 1
2.工程 ■1.短縮（25.4％）□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：岡山県津山市高尾573-1

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：愛知県名古屋市名東区藤森2-18

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

１）何について何をする技術なのか？
シカ等の分布域において、植生（基材）マット工や植生シート工の上に強固な金網を浮かして設置

し、侵入の抑制や踏み荒らしを軽減するとともに、植物が地際から食べられることを防止する工法であ
る。そのため、長期にわたり植生によるのり面保護効果が得られる獣害対策工法である。
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
従来は侵入防止柵が用いられてきたが、基礎の設置や全周を取り囲む必要があるため、大掛かりにな

りやすい。また、一箇所でも破損すると全体の機能が失われるため、定期的なメンテナンスが必要であ
る。加えて、高さも2.0m程度必要なため、その目立つ構造が景観性に影響する。
３）公共工事のどこに適用できるのか？
シカ等の食害や踏み荒らしを受けることが予想されるのり面、もしくは、既にその影響を受けている

のり面に適用できる。

名古屋営業所 052-773-5105
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■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

日本植生株式会社

技術部技術Ⅰ課
0868-28-0251

中村 剛

0868-28-4410

052-773-4891

nagoya-e@nihon-shokusei.co.jp

gijutsu@nihon-shokusei.co.jp
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国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

中部地方整備局 平成23年10月5日

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 アニマルガード工
収受受付年月日

平成27年4月24日

変更受付年月日

のり面緑化用獣害対策工法 開発年

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

CB-110023-A

活用の効果

侵入防止柵工
29.4
25.4

登録番号

日本植生株式会社 日本植生株式会社 国土環境緑化協会

番号：
1

1-1-3.共通工／法面工

評価（事前・事後）



アニマルガード工 登録No. 1539

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（1）

その他（カタログな
ど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　）

歩　掛　：自社歩掛
資材単価：資材単価については見積もりにて対応

○アニマルガード工法技術資料
○のり面緑化用獣害対策工法 設計・施工手引き（案） アニマルガード工法
○アニマルガード工施工計画（管理計画）

A-2

（植生工施工後）→ハイトキーパーの設置→スカイクロスネットの展開・連結→スカイクロスネット
外周の固定→完成
①植生（基材）マット工もしくは植生シート工の上に、縦横1m間隔でハイトキーパー（ネット台座）
を設置し、これをアンカーピンで固定する。（使用するアンカーピンはφ16 L=400を標準とし、軟弱
な土質や積雪地では、適宜長いものに変更する）
②スカイクロスネット（特殊金網）の上端部をのり肩に固定し、ハイトキーパーの上をのり尻方向へ
緊張させながら展開する。展開時に隣接するネット同士をスカイコイルで連結する。
④展開・連結を終えたスカイクロスネットの外周をアンカーピンで固定し、緊張が緩まない様にす
る。
⑤完成

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

資材価格
ハイトキーパー　　：350円/㎡
スカイクロスネット：850円/㎡
スカイコイル　　　： 44円/㎡

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　）
（日植の獣害防止対策資材＆工法）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短 所）①植生工施工後に再度のり面内で作業するため、植生基材吹付工との併用が難しい。②植
生工は植生（基材）マット工もしくは植生シート工を選定する必要がある。③施工後にのり面内を移
動することは難しい。

（長 所）①金網の目合いはシカの口吻が入らない様に最適化されている。②浮かせた金網は侵入抑
制効果があるとともに、侵入による踏圧が軽減され、生育基盤の保護を図ることができる。③耐久性
が高く、万一破損しても食害は破損箇所だけにとどまる。④設置後の維持管理が不要である。⑤景観
への影響が少ない。⑥設計が容易で,土質などの施工条件を選ばず汎用性が高い。⑦構造が単純なため
施工が容易である。⑧侵入防止柵が設置できない急勾配にも対応できる。



登録No. 1539

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1
特許番号 3793524他

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

①課題：なし
②計画：なし

アニマルガード工法技術資料

アニマルガード工法技術資料

既設植生工では高さ20cm以上の草木があり、施工の支障となる場合は、のり面清掃を実施し、これ
らを除去すること。軟弱な土質では必要に応じて適宜長いアンカーピンを用い、ハイトキーパーを
確実に固定すること。最大積雪深が0.5mを超える場合は、ハイトキーパーとスカイクロスネットを
結束すること。

（適用できる条件）
○シカ等の分布域で食害が予想されること　○適用する植生工の既設・新設は問わない　○平坦地
からのり面まで適用可能　○大きな凹凸がなく、概ね平滑なのり面であること

○シカ等の食害が予想される地域であること。大きな凹凸がなく、概ね平滑なのり面であること。
軟弱な土質や積雪地では,適宜長いものに変更すること。最大積雪深が0.5～1.0mの場合は、ハイト
キーパーの固定にアンカーピン（D16 L=600）を使用し、1.0mを超える場合は、ハイトキーパーの
設置間隔を短くし、設置数を増やすこと。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 アニマルガード工

A-3

（適用できない条件）
○凹凸の激しいのり面
○金網設置の支障となる高さ20cm以上の草木が除去できない場合
○撤去が求められること
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実績件数 公共機関： 131件 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県東部農林事務所 平成22年3月

国土交通省中部地方整
備局紀勢国道事務所

平成24年2月

国土交通省 滋賀国道事
務所

平成26年1月

林野庁関東森林管理局
静岡森林管理署

平成26年7月

愛媛県南予地方局 平成26年2月

三重県津農林水産商工
環境事務所

平成23年12月
平成24年～26
年度継続実施

福井県嶺南振興局 平成25年10月

滋賀県高島土木事務所 平成24年4月

岐阜県揖斐農林事務所 平成23年12月

北海道森林管理局根釧
西部森林管理署

平成23年6月

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 アニマルガード工

工　事　名

県営林道経ヶ峰線芸濃側開設工事

ヘルプナイ（2036林班）治山工事

試験施工

基幹（豊）第2-1号 林道豊岡宮川線
開設工事

0

CORINS登録No.

国道260号バイパス工事（仮称）

県単治山事業城山他１工事

滋賀バイアス周辺整備工事

試験施工

平成２３年度第Ｂ３Ｈ４－１号国道３０
３号補助道路修繕工事

平成25年度 森林基幹道開設工事
若狭遠敷線2工区
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左：無処理区　右：アニマルガード区 生育状況

施工事例①（赤枠内は無処理） 施工事例②

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 アニマルガード工

A-5

ハイトキーパー設置状況 スカイクロスネット展開状況


